
 

江
戸
時
代
の
始
め
は
日
本
橋
に
吉
原
が
開
か
れ
て
い
ま
し
た
。

明
暦
の
大
火
後
、
浅
草
田
圃
と
浅
草
寺
近
く
の
湿
地
に
周
り
を
堀

で
囲
み
地
盛
を
し
て
門
を
作
り
、
新
吉
原
が
誕
生
し
ま
し
た
。
吉

原
で
遊
ぶ
に
は
金
が
か
か
る
こ
と
か
ら
江
戸
三
十
三
ヶ
所
と
言
わ

れ
た
深
川
、
築
地
、
品
川
、
新
宿
、
千
住
、
小
塚
原
、
湯
島
な
ど

各
地
に
安
い
私
娼
が
い
ま
し
た
。
そ
の
後
六
十
三
ヶ
所
に
広
が
り

ま
し
た
。

千
住
に
は
柳
町
が
あ
り
、
下
宿
（
シ
モ
ジ
ュ
ク
）
に
は
小
塚
原

が
あ
り
ま
し
た
。
判
っ
て
い
る
だ
け
で
も
大
橋
か
ら
コ
ツ
通
り
に

入
る
入
口
に
辰
巳
屋
、
海
老
屋
が
二
軒
、
岩
本
樓
（
三
階
建
）
、

三
亀
樓
、
佐
賀
樓
な
ど
十
三
軒
あ
り
ま
し
た
。
千

住
深
川
辺
り
よ
り
安
い
料
金
だ
っ
た
た
め
大
繁
盛

し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
大
正
三
年
（
1914
）
に
三
亀
樓
か
ら
出

火
し
て
三
十
四
軒
が
焼
失
す
る
大
火
が
あ
り
、
女

郎
屋
の
立
退
き
命
令
が
出
て
、
大
正
十
～
十
一
年

に
か
け
て
全
店
が
千
住
の
花
街
柳
町
に
移
動
さ
せ

ら
れ
、
コ
ツ
通
り
の
花
街
は
無
く
な
り
ま
し
た
。

コ
ツ
の
花
街
（
色
町
）
は
無
く
な
り
ま
し
た
が
、

す
ぐ
近
く
の
大
名
の
石
川
屋
敷
の
跡
地
に
間
口
一
間
半
位
の
売
春

飲
み
屋
が
軒
を
連
ね
て
出
現
し
ま
し
た
。
そ
の
数
、
数
百
軒
と
当

時
の
新
聞
が
報
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
大
量
の
淫
売
飲
み
屋
の
出
現

は
、
明
治
以
後
の
近
代
工
業
都
市
と
し
て
の
発
展
に
伴
い
ま
す
。

工
場
群
で
働
く
男
性
労
働
者
の
増
加
で
す
。
一
日
の
疲
れ
を
酒
と

女
で
癒
す
こ
と
が
新
開
地
で
は
安
く
で
き
た
か
ら
で
す
。

そ
の
後
、
ジ
ョ
イ
フ
ル
三
ノ
輪
は
荒
川
一
番
の
商
店
街
と
し
て

大
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。
大
正
三
年
の
王
子
、
三
ノ
輪
間
の
王

子
電
車
の
開
通
に
よ
り
素
晴
ら
し
い
商
店
街
と
し
て
展
開
し
て
い

き
、
現
在
で
も
荒
川
区
内
で
は
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
る
商
店
街
で

す
。
荒
川
区
内
の
商
店
街
は
発
足
時
四
十
七
商
店
街
あ
り
ま
し
た

が
、
現
在
は
四
十
商
店
街
と
減
少
し
て
お
り
、
ま
だ
減
っ
て
い
く

で
し
ょ
う
。
一
年
間
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
年
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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吉
田
喜
一
教
授
の

も
の
つ
く
り
工
学
便
り

都
立
産
技
高
専
名
誉
教
授

吉
田
喜
一

全
国
の
高
専
・
大
学
は
非
常
勤
講
師
も
70

歳

定
年
な
の
で
、
４
月
か
ら
完
全
な
年
金
生
活
に

な
り
ま
し
た
。
松
戸
に
住
ん
で
い
る
の
で
南
千
住

往
復
は
440
円
で
す
。
御
茶
ノ
水
（
病
院
）
往
復
は

840
円
で
す
。
両
国
（
こ
れ
も
病
院
）
往
復
は
780
円

で
す
。
お
い
し
い
昼
飯
が
食
べ
ら
れ
る
金
額
で
す
。

今
年
の
医
療
費
は
、
64

万
円
を
超
え
ま
し
た

（
年
度
末
に
若
干
戻
っ
て
き
ま
す
が
）
。
そ
の
交

通
費
は
５
万
円
を
超
え
ま
し
た
。
国
民
健
康
保

険
料
は
46
万
円
、
介
護
保
険
料
10
万
円
超
で
し

た
。
住
民
税
も
16
万
円
超
で
し
た
。

こ
れ
で
は
払
え
な
い
方
が
続
出
す
る
の
は
無
理

あ
り
ま
せ
ん
。

消
費
税
10
％
な
ん
て
冗
談
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

来
年
は
区
議
選
、
参
院
選
が
あ
り
ま
す
。
フ
ラ

ン
ス
を

見

習

っ
て
、
政

府

に
物

言

う

国

民

に
な

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

年
金
生
活
に
な
っ
て

こ
ん
に
ち
は
。
メ
ガ
ネ
の
サ
ト
ウ
４
代
目
で
す
。
当
コ
ラ
ム
10
月
号

で
「
近
日
中
に
導
入
予
定
」
と
ご
案
内
し
ま
し
た
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済

（
ス
マ
ホ
決
済
）
の
一
つ
を
当
店
で
も
正
式
に
導
入
い
た
し
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
の
情
報
番
組
な
ど
で
盛
ん
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
「
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ

ｙ
（
ペ
イ
ペ
イ
）
」
で
す
。
利
用
額
の
20
％
相
当
還
元
な
ど
大
型
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
よ
り
家
電
製
品
が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
た
こ
と
、
利
用
客
殺

到
に
よ
る
決
済
ト
ラ
ブ
ル
が
頻
発
し
た
こ
と
、
第
三
者
の
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
情
報
を
勝
手
に
紐
付
け
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
不
正
使
用
が
起
き

た
こ
と
な
ど
、
功
罪
相
半
ば
の
お
騒
が
せ
な
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

当
店
の
よ
う
な
加
盟
店
に
と
っ
て
は
、
従
来
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

決
済
よ
り
も
手
数
料
が
低
く
抑
え
ら
れ
、
端
末
購
入
な
ど
の
初
期
費
用

が
発
生
し
な
い
点
が
導
入
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
荒
川
区

の
お
隣
・
墨
田
区
で
は
、
実
証
実
験
と
称
し
て
商
店
街
の
中
小
小
売
店

約
３
０
０
店
が
一
斉
に
導
入
し
た
よ
う
で
す
。
こ
れ
ま
で
敷
居
の
高
か
っ

た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
が
、
一
気
に
身
近
に
な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま

す
。
ス
マ
ホ
片
手
に
お
肉
屋
さ
ん
で
コ
ロ
ッ
ケ
を
買
っ
た
り
、
八
百
屋

さ
ん
で
大
根
１
本
を
買
っ
た
り
す
る
時
代
は
す
ぐ
そ
こ
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。変

化
し
続
け
る
社
会
環
境
に
、
当
店
の
よ
う
な
小
売
業
は
柔
軟
に
対

応
し
て
い
く
こ
と
が
、
生
き
残
り
の
た
め
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
当
店
は
こ
れ
か
ら
も
、
時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
て
変
わ
り
続

け
て
参
り
ま
す
。

本
年
も
多
く
の
皆
様
に
ご
愛
顧
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さ
い
。
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★
休
業
日
の
ご
案
内
★
（
※
年
末
年
始
は
別
掲
）

…
毎
週
火
曜
日
が
休
業
日
で
す
。

★
営
業
時
間
の
ご
案
内
★

平
日
（
月
～
金
）
…
AM
９
時
～
PM
６
時
30
分

土
休
日

…

AM
10
時
～
PM
５
時

メ
ガ
ネ
の

祐
一
郎
君
の

ア
ド
バ
イ
ス

消費生活

アドバイザー

佐藤祐一郎

性
産
業
の
変
転

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済

導
入
い
た
し
ま
し
た

12
月
～
１
月

※
年
末
・
年
始
は
、
12
月
30
日
～
１
月
３
日
ま
で
休
業
い
た
し
ま
す
。
１
月

４
日
（
金
）
は
、
土
休
日
時
刻
で
営
業
い
た
し
ま
す
。
最
新
情
報
は
当
店
公

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
も
是
非
ご
覧
下
さ
い
。


